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第8回ESD実践研究集会
合同開催︓2025年度国内RCE実務者会議・⽇本RCEユース会議

神⼾⼤学鶴甲第⼆キャンパス
〒657-8501 神⼾市灘区鶴甲3-11

交差する知と実践
～ユース・実践者・研究者が描くESDのこれから～

参加費

無 料

金日月3 20
土

9:30-15:30（受付9:00-）
日月3 21

13:00-18:30（受付12:30-）

主催︓神⼾⼤学⼤学院⼈間発達環境学研究科 ヒューマン・コミュニティ創成研究センター／ ESD推進ネットひょうこ神⼾(RCE Hyogo-Kobe)
共催︓ESDプラットフォームWILL 後援︓兵庫県教育委員会／神⼾市教育委員会／兵庫県私⽴中学⾼等学校連合会
協⼒︓神⼾⼤学⼤学院⼈間発達環境学研究科 教育系教育研究分野
お問い合わせ︓ESD推進ネットひょうこ神⼾事務局（rce.hyogo.kobe@gmail.com）

1⽇⽬（3/20）

12:00 受付開始

13:00 開会挨拶
⾼⽥知紀（兵庫県⽴⼤学／⼈と⾃然の博物館)

13:10 基調講演「ESDのロマン」
松岡広路（神⼾⼤学）

14:30 ESD・RCEリレートーク（ポスターセッション）

17:00 情報交換会（~18:30）

2⽇⽬（3/21）

9:00 受付開始

9:30 環境省・国連⼤学からの情報提供

10:00 ESD企画づくりワークショップ
(国内RCE実務者会議・⽇本 RCE ユース会議)

13:00 休憩

14:00 総合シンポジウム・討議（〜15:30）

כ鑫稢ךيؚٓٗف
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1. テーマ 

交差する知と実践〜ユース・実践者・研究者が描く ESD のこれから〜 
 
 

2. ⼤会趣旨 
8 回⽬の開催となる今年の ESD 実践研究集会は、⽇本国内の RCE※関係者や

ユースと⼀緒に実施します。ESD（持続可能な開発のための教育）の推進におい
ては、多様な領域のステークホルダーが接触・交流し、その相互作⽤を通して、
新たな価値や動きを⽣み出すことが求められています。しかし、効率性・⽣産性
を重視する⾵潮の強い近年は、カテゴリー・テーマの分断が広がり、それらの
「間（あいだ）」に⽣まれるはずの豊かな学び・気づき・つながりが軽視される
傾向にあるようです。SDGs の達成においても、そのテーマ間の⽭盾や葛藤を問
う場がなければ、個別の実践を「持続可能な社会づくり」へと展開していくこと
は難しいのではないでしょうか。 

このような課題を背景として、⼤会テーマを「交差する知と実践〜ユース・実
践者・研究者が描く ESD のこれから〜」と設定しました。さまざまな分野・地
域・世代をクロスさせながら、参加者の皆様とともに ESD の本質に迫ります。
ぜひ、神⼾にご参集いただき、具体的な活動や思いを共有しながら対話を深める
ことを通して、これからの ESD 実践に求められる仮説・⽅法・学びのあり⽅を
探っていきましょう。皆様のご参加、⼼よりお待ちしております。 

※RCE：Regional Centre of Expertise on ESD（国連⼤学が認定する ESD 推進のための地域拠点）。2025 年
12 ⽉現在、世界で 200 地域（うち国内 8 地域）が認定されている。  

第 8 回 ESD 実践研究集会 
合同開催︓2025 年度国内 RCE 実務者会議・⽇本 RCE ユース会議 

 開催要項 
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3. 期 ⽇  2026 年 3 ⽉ 20 ⽇(⾦・祝）・21 ⽇(⼟） 
 

4. 会 場  神⼾⼤学鶴甲第２キャンパス（〒657-8501 神⼾市灘区鶴甲 3-11） 
 
5. 申 込  指定の「参加申し込みフォーム」から事前申し込みが必要です。 

3 ⽉ 9 ⽇（⽉）までに、下記フォームよりお申し込みください。 
https://forms.gle/oWLWEnkWqeH6EdFS9 

 

6. 主 催  神⼾⼤学⼤学院⼈間発達環境学研究科ヒューマン・コミュニティ創成研究センター 

ESD 推進ネットひょうご神⼾（RCE 兵庫-神⼾） 
 
7. 共 催  ESD プラットフォームWILL 
 

8. 後 援  兵庫県教育委員会／神⼾市教育委員会／ 
兵庫県私⽴中学⾼等学校連合会（予定） 

 
9. 協 ⼒ 

神⼾⼤学⼤学院⼈間発達環境学研究科 教育系教育研究分野／ 
ESD 推進ネットひょうご神⼾協⼒団体 

AICL 国際協働学習実践グループ／NPO 法⼈あいな⾥⼭茅葺同⼈／あすパ・ユース震災
語り部隊／NPO 法⼈あんだんて KOBE／NPO 法⼈いまじん／NPO 法⼈インクルひろ
ば／海と空の約束プロジェクト／エルナード⽔道筋商店街／⼀般社団法⼈おいしい防
災塾／王⼦スポーツクラブ フラッグフットボールチーム ドルフィンズ／賀川記念
館／NPO 法⼈環境カウンセラー会ひょうご／Camp Life／くすのき農園／クラーク記
念国際⾼等学校／くららベーカリー／NPO 法⼈グローバルプロジェクト推進機構
（JEARN）／甲南⼦育て広場／甲南⼥⼦⼤学／神⼾まちづくり研究所／神⼾ YMCA／
神⼾ YWCA／神⼾新聞社／神⼾⼤学サイエンスショップ／神⼾⼤学フェアトレード団
体 PEPUP／神⼾⼤学附属中等教育学校／コープこうべ／NPO 法⼈⾥地⾥⼭問題研究
所／JICA 関⻄／すずらん台児童館／NPO 法⼈スペシャルオリンピックス⽇本・兵庫／
株式会社ゼネラル・パートナーズ／NPO 法⼈ソーシャル・デザイン・センター淡路／
地域協働プロジェクト／のびやかスペースあーち／NPO 法⼈ BERT／haha かふぇ／
NPO 法⼈はりま⾥⼭研究所／公益財団法⼈ PHD 協会／東お多福⼭草原保全・再⽣研
究会／NPO 法⼈ひと・コネクト兵庫／兵庫県⽴⼈と⾃然の博物館／兵庫県漁業協同組
合連合会／兵庫県国際交流協会／兵庫県⽴兵庫⾼校／兵庫県⽴舞⼦⾼校／ひょうご市
⺠活動協議会／兵庫⼤学短期⼤学部／兵庫県ユニセフ協会／NPO 法⼈ Peace & Nature
／福⽥川クリーンクラブ／NPO 法⼈プラス・アーツ／ミチのムコウ／南あわじ市教育
委員会／ミャンマー関⻄／れいんぼぅ☆キッズ 

https://forms.gle/oWLWEnkWqeH6EdFS9
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10. 事務局 
神⼾⼤学⼤学院⼈間発達環境学研究科ヒューマン・コミュニティ創成研究センター 
〒657-8501 神⼾市灘区鶴甲 3-11 神⼾⼤学鶴甲第⼆キャンパス 
TEL 078-803-7970 または 7721  FAX 078-803-7971  MAIL rce.hyogo.kobe@gmail.com 
 
11.  プログラム 

3 ⽉ 20⽇（⾦・祝） 

12:00 受付開始 

13:00 開会 
挨拶：⾼⽥知紀（ESD 推進ネットひょうご神⼾代表・兵庫県⽴⼤学／⼈と⾃然の博物館） 

13:10 基調講演「ESD のロマン」 松岡広路（神⼾⼤学） 

14:30 ESD・RCE リレートーク（ポスターセッション） 
セッション１  

15:30 ESD・RCE リレートーク（ポスターセッション） 
セッション２ 

17:00 情報交換会（18:30 終了） 

3 ⽉ 21⽇（⼟） 

9:00 受付開始 

9:30 環境省・国連⼤学からの情報提供 

10:00 
ESD企画づくりワークショップ 
（2025 年度国内 RCE 実務者会議・⽇本 RCE ユース会議） 
※共催：国連⼤学サステイナビリティ⾼等研究所（UNU-IAS） 

13:00 休憩 

14:00 

総合シンポジウム・討議 
「交差する知と実践〜ユース・実践者・研究者が描く ESD のこれから〜」 
 
コーディネーター：⾼⽥知紀（兵庫県⽴⼤学／⼈と⾃然の博物館） 
登壇者：齋藤優⼦（⽇本⽣活協同組合連合会） 

吉良佳晃（吉良農園・⼀般社団法⼈ AZE） 
池⽥拓也（灘中⾼等学校） 
⽩根愛⼦（ESD プラットフォーム WILL・神⼾⼤学修⼠１年） 

15:30 クロージング・終了 
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3/20 13:10〜14:10 基調講演「ESD のロマン」 場所：F263 

20 年間にわたって兵庫・神⼾を拠点としながら ESD 実践／研究を進めてきた松岡⽒に
よる基調講演では、⼤会テーマ「交差する知と実践〜ユース・実践者・研究者が描く
ESD のこれから〜」の解題とともに、ESD 推進ネットひょうご神⼾（RCE 兵庫-神⼾）
が⽬指そうとする ESD や、これからの ESD をめぐる課題と展望を⽰していただきま
す。SDGs の⽬標達成期限となる 2030 年まで残り 5 年を切った今、ESD には何が求め
られているのでしょうか。基調講演を通して、2 ⽇間の⾒通しを⽴てていきましょう。 
 
登壇者プロフィール：松岡広路（まつおか こうじ） 
1996 年、東京⼤学⼤学院教育学研究科博⼠課程単位修得退学後、神⼾⼤学発達科学部
講師。1998 年、神⼾⼤学発達科学部助教授。2008 年、神⼾⼤学⼈間発達環境学研究科
教授。神⼾⼤学⼈間発達環境学研究科・教授。ESD 推進ネットひょうご神⼾（RCE 兵
庫-神⼾）の⽴ち上げメンバー。元事務局⻑。2010 年にブラジル・クリティバで開催さ
れた 5th International RCE Conference における全体会で、キーノートスピーチ”ESD 
and Empowerment of the Oppressed: Based on Paulo Freire”を発題。これまでに、⽇本
福祉教育・ボランティア学習学会会⻑、⽇本社会教育学会理事などを務める。 

 

3/20 14:30〜16:30 ESD・RCE リレートーク 
（ポスターセッション） 場所：F257  

ESD 推進ネットひょうご神⼾（RCE 兵庫-神⼾）は、防災・減災、まちづくり、環境保全、⽣
物多様性、環境教育、多⽂化共⽣・異⽂化理解、福祉・⼈権、開発教育、平和教育など、多様
な分野・領域で活動を展開する実践者のネットワークです。これまでの ESD 実践研究
集会でも、その多様な活動を紹介するリレートーク（ポスターセッション）は本ネット
ワークの魅⼒を⽰すプログラムの⼀つでした。今回は、推進ネットメンバーの活動だけ
でなく、⽇本国内の RCE の活動や各地のユースの活動を含んだ「拡⼤版」で実施しま
す。マルチステークホルダーの地道な実践・活動がダイナミックに「交差」する場をお
楽しみください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

▶ ESD・RCE リレートーク（ポスターセッション）にエントリーされる⽅へ 
ü ESD に関わる活動・実践をされている⽅はどなたでもエントリーしていただけます。 
ü エントリーされる⽅は、本集会申し込みフォームの所定の箇所にチェックをした上で、 

発表者（共同発表可）とタイトル（仮でも可）をお知らせください。 
ü ポスターは A0 サイズで作成してください。 
ü 印刷は事務局（神⼾⼤学）で⾏います（持参していただいても構いません）。 
ü 事務局によるポスター印刷をご希望の⽅は、3 ⽉ 13 ⽇（⾦）までに PDF 形式の 

データを下記宛先まで送付してください。 
宛先︓rce.hyogo.kobe@gmail.com 

 
² ESD・RCE リレートーク（ポスターセッション）は、前後 2 つのセッションで⾏います。 
² ひとつのセッションの構成は以下の通りです。 

発表者全員が各 3 分程度で概要を説明し、その後 30 分程度、参加者が⾃由に 
質疑応答し、発表者と対話する時間を設けます。 

https://forms.gle/oWLWEnkWqeH6EdFS9
mailto:rce.hyogo.kobe@gmail.com
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3/21 10:00〜13:00 合同開催︓2025 年度国内 RCE 実務者会議・⽇本 RCE ユース会議 
ESD 企画づくりワークショップ 場所：F257 

本セッションでは、ESD の本質的な課題ともいえる「異質なもの（⼈・組織・価値観・
テーマ等）の交差」を主題とし、RCE 兵庫-神⼾の実践事例を⽰しながら、参加者同⼠
の実践・活動を掛け合わせたワークショップを⾏います。多様な⽴場の⼈との接触か
ら、さまざまなスキル・アプローチ⽅法を学び、アウトプットすることを⽬指します。
2025 年 10⽉に 14th Global RCE Conference で採択された「岡⼭宣⾔ 2025」も参考に
しながら、ESD の実質化を図ります。企画づくりのプロセスを通して、異なるテーマ間
に存在する⽭盾や葛藤に触れつつ、ESD 実践の展開に求められる仮説・具体的な⽅法・
学びのあり⽅を検討・提案していきましょう。 

 
▶タイムスケジュール（予定） 

10:00 趣旨説明・事例紹介 
10:30 ESD 企画づくりワークショップ 
11:30 共有セッション 
12:15 実務者・ユース混合グループワーク 
13:00 終了 
 
本セッションにご参加いただく⽅は、以下の URL よりアンケートにご回答ください。（国連⼤学 UNU-IAS） 
https://jp.surveymonkey.com/r/JAPANRCEYOUTH2026 

 

3/21 13:30〜15:00 総合シンポジウム・討議 場所：F257 

午前の国内 RCE 実務者・ユース会議「ESD企画づくりワークショップ」を受けつつ、
⼤会テーマ「交差する知と実践〜ユース・実践者・研究者が描く ESD のこれから〜」
にも掲げている「ユース」「実践者」「研究者」のそれぞれの⽴場から 2 ⽇間の成果をア
ウトプットしていきます。フロアの意⾒も交えながら、本研究集会での到達点と課題を
確認します。次のアクションにつながる学びを⽣み出していきましょう。      
 
コーディネーター：⾼⽥知紀（兵庫県⽴⼤学／⼈と⾃然の博物館） 
登壇者：齋藤優⼦（⽇本⽣活協同組合連合会） 

吉良佳晃（吉良農園・⼀般社団法⼈ AZE） 
池⽥拓也（灘中⾼等学校） 
⽩根愛⼦（ESD プラットフォームWILL・神⼾⼤学修⼠１年） 

  
12.   昼⾷等について 

会場近隣にコンビニ・レストラン等はありません。各自ご持参ください。 

 
13.   情報交換会 

⽇ 時  3 ⽉ 20 ⽇（⾦・祝）17：00〜18：30 
会 場  レストランさくら（神⼾⼤学六甲台第⼀キャンパス内） 
参加費  学⽣・院⽣・ユースとしてご参加の⽅：3,000 円 

それ以外：6,000 円 
※事前申込が必要です。 
※参加費は当⽇お⽀払いいただきます。  



 
 
 
 
会 場：神⼾⼤学鶴甲第２キャンパス F 棟 

〒657-8501 神⼾市灘区鶴甲 3-11 神⼾⼤学鶴甲第⼆キャンパス 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
詳しくはホームページをご確認ください（https://www.h.kobe-u.ac.jp/ja/access） 
※駐⾞場に限りがありますので、⾃家⽤⾞での⼊構はご遠慮ください。特別な事情がある⽅は、事
務局までご連絡ください。 

▼神戸大学鶴甲第２キャンパスまで 
 神⼾市バス（阪神「御影」駅、JR「六甲道」駅、 
阪急「六甲」駅から） 36系統「鶴甲団地」⾏き 
に乗⾞（「鶴甲 2丁⽬⽌」⾏きでも可）。 
「神⼤⼈間発達環境学研究科前」下⾞。 
バス停より徒歩すぐ。 

▼キャンパスマップ 
 

◯遠方からのアクセス 
 
▼新大阪駅・新神戸駅から ▼空港から 

会場への交通のご案内 
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